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仙台市青葉区花京院二丁目1-11
プレシーザ仙台ビル

 ＴＥＬ （０２２）２６１－６０１５
 ＦＡＸ （０２２）２６１－６０７８
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委員長 山形県 栗　田　浩　二
委　員 青森県 三　浦　　　豊
委　員 岩手県 吉　田　勇　治
委　員 秋田県 永　田　誠　一
委　員 宮城県 山　岸　仁　一
委　員 山形県 石　山　昭　人
委　員 福島県 渡　部　幸　児
委　員 新潟県 松　田　秀　雄

「結」
　結は、「助け合うこと」「共同作業」「一緒に頑張ろう」と呼びかける言い回しとしても使われています。“助
け合って人との関係を結んでいけるように”などの願いが込められたものでもあり、今回の表紙に採用させ
ていただきました。 （宮城県支部 会員№916　山岸 仁一）
【揮毫いただいた方のご紹介】
髙木 聖子様　書道準８段（岩手県大槌町、岩手県支部 髙木支部長の奥様）

ゆい

　会報140号の発行にあたり、ご寄稿いただきました文豪の方々、そして編集にたず
さわっていただいた広報委員の皆様のご尽力に、心より感謝申し上げます。ありがと
うございました。
　さて、新しい年を迎えまして『今年こそは穏やかな一年になりますように』と、ま
た今回も願わずにはいられません。
　昨年は米騒動や熊騒動、国際的な関税問題など、次々と新たな課題が浮上しました。
まるで『一難去ってまた一難』どころか、問題が積み重なっているようにさえ思えます。
初の女性総理に期待が高まる一方で、人間の知恵だけでは解決しきれない問題に直面
して、AIの存在感がますます大きくなったと感じます。
　AIに限らず、世の中が大きく様変わりしました。SDGs、LGBTQ、DXなどの頭字
語の登場や、多様なハラスメントの問題、スマートフォンの普及、マイナンバーカー
ドの多様化などなど、社会の潮流は目まぐるしく変化しています。昭和生まれの私も、
この変化の波に乗っていかなければなりません。
　セルフ給油やセルフレジ、キャッシュレス決済など、新しい技術は生活を便利にし
てくれます。しかし電話一本で済んでいた用事がネット上でしかできなかったり、電
話の自動音声対応に困惑したりと、デジタル化の課題もあります。ただ新しい技術を
取り入れることで、仕事の効率化にもつながりますので、ぜひ前向きに取り組みたい
ところです。
　古い考えに固執したり、自分本位な行動をとったりすることで、犯罪や社会的地位
の喪失につながるケースがあとを絶ちません。当協会でも県支部単位で、カスタマー
ハラスメントについての研修を行っています。時代の変化を正しく理解して、私たち
自身も常にアップデートしていく必要があります。『自分ファースト』だけではなく、
他者への配慮を忘れずに、皆がより生きやすい社会を目指したいものです。

（広報委員長　栗田浩二）
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